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議題 質問・意見内容 質問者 回答・結果 回答者 

１（１）令和

３・４年度の

さい たま市

博物 館協議

会委 員の委

嘱について 

１５名に委嘱状を交付しました。 ― 新美和子委員、江里口友子委員、小

宮るり子委員、杉山正司委員、鈴木

樹子委員、中村大介委員、野田和美

委員、橋本正晴委員、初音みね子委

員、広田由子委員、牧野麗委員、宮

瀧交二委員、丸井章弘委員、鈴木和

博委員、清水俊彦委員 

― 

１（２）委員

長及 び副委

員長 の互選

について 

江里口友子委員を委員長、新美和子委

員を副委員長に、とする事務局案につ

いて、各委員に賛否を求めました。 

質問・意見はありませんでした。 

― 委員長（江里口友子委員） 

  承認  15 人 

不承認 ０人 

副委員長（新美和子委員） 

 承認  15 人 

     不承認 ０人 

以上の結果、委員長及び副委員長と

もに承認されました。 

博物館長 

２（１）令和

２年 度事業

報告 につい

て 

コロナ渦の状況で、インターネットを

活用した展示や講座、解説等の情報発

信など、さまざまな工夫を凝らして博

物館活動をしていたこと、市民の参加

が可能になるや、すぐに対応していた

ことが、よくわかりました。前例もな

く、先が読めず、何をするにも大変な

年でありましたが、学芸員、職員の皆

様の努力があっての成果だと思いま

す。お疲れ様でした。 

今年度の活動も期待しています。 

江里口委員長 新型コロナウイルス感染症が流行

し、外出抑制を余儀なくされる中に

あって、自宅にいながら気軽に学習

したり、工作に取り組んだりするこ

とができる、様々なＷeb コンテンツ

や動画コンテンツを制作し、公開し

ました。 

委員の皆様から頂戴したご意見を

踏まえながら、今後も、新たなコン

テンツを増やしていくなど、博物館

からの情報発信を切れ目なく行っ

てまいります。 コロナ禍で特に必要となったツイッ

ターやホームページでの発信、

YouTube の活用は、コロナ後もとても

有効なツールになると思います。今後

も期待しています。 

新副委員長 

コロナ禍の緊急事態宣言下にあって、

博物館運営において休館や事業の中

止を余儀なくされており、職員の皆さ

んの苦悩が察せられます。その中でＨ

杉山委員 
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Ｐや Web 解説などインターネットを

活用した配信を積極的に行い、博物館

の魅力を発信しており努力がよく表

れた活動報告であり承認します。 

いずれの館も教育普及活動の積極的

活動は、博物館利用者及び応援者を増

やす糧となり評価します。 

楽しそうな講座が多く、興味深く拝見

しました。新型コロナウイルス感染症

流行に伴い多くの講座が中止となっ

てしまったのは残念ですが、発信手段

等検討しながら市民の学びにつなげ

ていくような活動の継続をお願いで

きましたら幸いです。 

広田委員 

コロナ禍のもとほとんどの開催が中

止になったのはやむを得なく、また少

ないながらも開催した講座でコロナ

感染者が出なかったのは博物館の感

染予防策が功を奏したものと安堵し

ました。このような身動きが取れない

状況下での博物館の役割はインター

ネット上での動画発信、巡回展や出張

講座をどんどん増やしていただき博

物館への関心の灯を消さないことか

と思っています。 

丸井委員 

コロナ禍で制約がある中、講座等の中

止はやむを得ないと思います。これを

機に、史料等のデジタル化やデジタル

発信を推進できればと思います。 

鈴木和博委員

博物館の講座は日本古来の歳時記に

合わせた一年間の生活体験講座が魅

力と思っています。不慮の出来事でた

くさんの講座が中止となり残念でし

たが次の機会があることを楽しみに

しています。 

小宮委員 各館で実施する講座につきまして

は、新型コロナウイルス感染症の状

況を見ながら、定員を従来の半分と

したり、実施時間を短縮するなど、

感染症対策を徹底しながら、できる

限り行っていきたいと考えており

ます。 感染症の影響で、中止の事業が多くな

ったことは、残念でした。 

初音委員 
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多くの充実した事業計画を立案した

にも関わらず、緊急事態宣言のため中

止せざるを得なかった事は非常に残

念に思います。しかし出張講座は中止

が 2件で大方の予定が実施され、多数

の参加者があったことは喜ばしいこ

とです。 

また、インターネットでの講座、ホー

ムページや Twitter での配信が多く

見られる。家での生活を余儀なくせざ

るをない現状に合った事業が多くみ

られたことは高く評価できます。 

計画した事業が実施されず残念な反

面、調査研究、資料整理、収蔵庫整理、

座等使用物品の作成・整理等、普段あ

まり手が回らないことに時間を割く

ことが出来たのではと思います。今後

の博物館活動に有意義な充実した期

間になったのではと推測しています。

鈴木樹子委員 出張講座につきましては、多くの会

場で感染症対策を徹底し、定員を絞

るなどして実施することができま

した。また、ご指摘のとおり、主催

講座の多くが中止となった反面、そ

の準備から実施に費やす時間を、特

別展や企画展等の展示事業に関わ

る調査研究や資料の整理に時間を

割り当てることができ、その成果

を、展示に反映させることができた

と考えております。 

コロナ禍の状況での運営であり、来館

者の減少・事業の中止はやむを得ない

結果と思います。そのような中、 Web

活用した動画配信や講座開設などを

実施されたと知りました。制作にはご

苦労も多かったと思います。お疲れ様

でした。

本年度は学校でのタブレット利用が

本格化しましたので、学校に対し積極

的に PR をして授業や自宅学習に活用

していただけるよう期待します。 

橋本委員 ご指摘のとおり、さいたま市の学校

でのタブレット利用が本格化して

おります。将来的には児童・生徒が、

博物館の Webサイトから興味や関心

を持ったコンテンツをとおして学

習に取り組んでいただけるよう、今

後も授業その他の学習に活用しや

すいコンテンツの充実に向けて、検

討してまいります。 

コロナ下での大変なご苦労、ご工夫が

伝わってきます。試行錯誤の一年間、

終わりがまだ見えませんが頑張って

頂きたいです。応援しています。 

個人的な希望といたしましては、お子

様やご家族向けの講座や教育普及事

業の充実と同じように、高校生や大学

野田委員 博物館の利用者層の中で、高校生・

大学生の利用が、他の年代に比べ相

対的に少ないことは認識しており、

その年代の来館を増やす方策を立

てることが課題となっています。こ

れらの世代に対する魅力ある事業

や情報発信を工夫して行っていき
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生、仕事をしているような若い世代 

がリピートしたくなるような、展示や

講座、インターネットを通じての配信

が増えるとうれしいです。 

たいと考えております。 

コロナ禍で入館者も減り、せっかくの

講座も中止になり、残念なことと思い

ます。 

事業への参加数を見たところ古文書

講座や慶応義塾大学植物園の見学な

ど大人を対象とした講座に関心があ

るように思います。大人を対象とした

企画を増やしてはと思いました。 

牧野委員 博物館の利用者層の中で最も多く、

かつ郷土の歴史・民俗等に関心が高

いのは６０歳代以上の世代です。こ

の層を対象にした講座は、従来から

様々な内容を実施しているところ

ですが、アンケートでニーズを捉え

ながら、新しい取組について検討し

てまいります。 

博物館は、言うまでもなく、モノ（実

物資料）を用いた社会教育機関であ

る。その博物館における講座や教育普

及事業が、果たしてこうした本来の使

命の下に適切に行われているのか、確

認する必要がある。何となく同じワー

クショップをただ繰り返してはいな

いだろうか。例えば、さいたま市立博

物館では、「まが玉づくり」や「火お

こし器づくり」を実施しているが、い

きなり作業に取りかかってはいない

だろうか？ やはり、①勾玉は何時か

ら登場するのか、そして②この独特な

形状は何を意味するのか、ひいては、

③日本における各時代ごとの装身具

の歴史等をきちんと学んだ上で、はじ

めて「まが玉づくり」の作業に入るべ

きであり、「火おこし器づくり」に際

しても、人類が火を使用することによ

って何がどう変わったのか（例えば肉

などの食物を焼いて食べることによ

り、殺菌効果が高まり疾病を回避出来

るようになったことなど）、また、①

きりもみ式→②まいぎり式→③弓き

宮瀧委員 「まが玉づくり」、「火おこし器づく

り」は、いずれも小学校３年生から

６年生の児童を対象に行っていま

す。４学年にわたる年齢層の児童が

一緒になって行う講座ということ

もあり、工作に入る前の説明は、最

も学年が低い小学校３年生の１学

期までの学習発達段階の児童が理

解できるように行っているところ

です。 

「まが玉づくり」では、参加者に常

設展示室に展示している勾玉の実

物資料を見てもらい、市内の古墳か

ら出土したもので、埋葬された当時

のこの地域の有力者の装身具であ

ったこと、なぜこのような形状とな

っているかについては諸説がある

ことを口頭で説明しております。 

また、「火おこし器づくり」では、人

間が自然現象から火の威力を知っ

たこと、その後暖房・炊事・照明等、

様々な用途に火を使用するように

なったこと、まいぎり式以外にきり

もみ式の形態があったこと、これら
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り式→④火打ち石→⑤マッチ→⑥オ

イルライターといった発火方法の発

展等を学んだ上で、はじめて「火おこ

し器づくり」を行い、先人の苦労や新

たな発火方法を開発する必要性が生

じたことなどを体験から学ぶことが

重要です。毎年毎年、無条件に同じワ

ークショップをただ繰り返すような

ことだけは避けなければならず、ただ

単に「工作」遊びをしているようでは、

博物館の事業として大いに問題があ

ります。ぜひ、この機会に改めてこう

した問題を検証し、博物館が本来行う

べき講座や教育普及事業を再検討し

ていただければ幸いです。 

の道具を使いながら工夫して生活

していたと思われること等を口頭

で説明しております。 

このように、ただ工作だけを行うだ

けにならないよう、実物資料を見

せ、小学校３年生の児童で理解でき

る範囲の内容で、これらの歴史につ

いても説明をしているところです。

説明内容については、今後も更に工

夫してまいりたいと考えておりま

す。 

２（２）市立

博物 館企画

展について 

昨年度｢さいたまの JAPAN BLUE｣関連

講座で中止になってしまった「トート

バックを柿渋で染める」のような、体

験講座を少しでも取り入れられない

でしょうか。コロナの感染状況によっ

ては、参加人数を絞る等、人数が少な

くなったり、困難が伴うかもしれませ

んが、特にこどもたちには、体験を通

し、より記憶に残るのではないかと思

います。 

江里口委員長 ご指摘を受けて、「トートバックを

柿渋で染める」の体験講座につい

て、企画展の関連講座の一つとして

実施できるか、今後検討いたしま

す。 

柿渋は、少しは知っている世代にも、

全く知らない世代にも興味を持って

いただけるテーマだと思います。楽し

みにしています。 

新委員 市内における「柿渋」生産は、昭和

50 年代を最後に見られなくなって

おり、「赤山渋」という名称も含め、

どのようなものなのか知らない世

代の方が多くなっていると考えて

おります。収蔵資料を中心として、

展示内容も、様々な年代の来館者に

理解していただきやすい形にまと

めることができるように、進めてま

いります。 

７、８年前にテレビ番組を見て、実際

に渋柿で柿渋を作り、2年間寝かせて、

塗ってみました。ホームセンターで買

った柿渋とはひと味違う色合いでし

た。昔はさいたま市域でも赤山渋とし

て出荷までしていた事は、初めて知り

ました。企画展楽しみにしておりま

す。 

小宮委員 
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藍のあとに柿渋というのは面白いと

思います。感染症の流行が落ち着き、

体験コーナーなども充実できれば、い

い企画になると思います。 

中村委員 

現在の赤山渋の現在らしい活用例、未

来への展望や活路なども知りたいで

す。今だから、化学塗料ではなく自然

由来の塗料。とても興味があります。

野田委員 

大変興味があります。資料の収集、講

座の準備とご苦労も多いと思います

が楽しみにしております。 

橋本委員 

身近に使われているのに知らないこ

とが多い柿渋について、知ることがで

きるのを楽しみにしております。 

初音委員 

赤山渋については、記載された内容や

展示予定資料を見ると行きたくなる

内容でした。少しでも多くの市民の方

に見ていただくのが良いのでしょう

がコロナの心配もまだ続くと思われ

ますので配慮いただきながら広報を

お願いしたいと存じます。 

丸井委員 

柿渋についてはあまり知られていな

いので、よい企画だと思います。 

鈴木和博委員

昭和の中頃まで畑の周りで柿渋用の

柿の木がみられました。開発で無くな

った地域の文化を取り上げていて、良

い企画だと思います。 

牧野委員 

「赤山渋」は、地域の名産でありなが

ら近年は衰退し、地元での認知度も低

くなっているいるのでタイムリーな

展示の企画として評価します。県立歴

史と民俗の博物館では、県指定文化財

の「赤山渋生産用具及び渋小屋」を所

有しており、９月から年末まで民俗展

示室にて特集展示を開催するので、関

連展示とはなります。ただ、両館は 

ＭＶＯで連携をとっていますが、同時

杉山委員 「赤山渋」については、当館でも展

示可能な資料を所蔵しております

が、展示テーマとして、これまで取

り上げたことがありませんでした

ので、今回、初めてのまとまった展

示となります。また、ご指摘をいた

だきました近接する施設との連携

については、今後、相互で事業に関

する情報共有を図るなど、連携強化

に努めてまいります。 
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期に開催できれば広報面や集客面で

効果があったはずです。今後は、事業

面でも相互連携強化を図り、事業を進

めていくべきだと考えます。 

柿渋に関する第３４回企画展は非常

に興味ある題材を取り上げていると

思います。国立国会図書館、浦和博物

館等の資料の展示に加え、製造工程が

分かる会田家文書や市立博物館所蔵

の柿渋生産道具が展示資料として有

効に利用されていると思います。 

会期が来年３月から５月となってい

ますが、柿が実る季節は“秋”。その

季節での展示であったら、来館者が

‘柿・柿渋’をもっと身近に感じられ

るのではと思いました。  

鈴木樹子委員 博物館の年間展示スケジュール上、

季節にふさわしい展示をその時期

に実施することが難しい場合も多

くございます。ご指摘をふまえ、展

示テーマについて、可能な限り季節

性も考慮しながら、検討してまいり

ます。 

博物館に大切に収蔵されている古文

書等があるからこそ、このような企画

展ができるのだと感じました。 

素朴な疑問なのですが、市の学芸員が

「○○について考察したい」と思って

古文書等を収集したり、その方面の専

門家と協力したりすることは、よくあ

るのでしょうか。 

最近読んだ本に、研究等で収集したも

のを博物館で登録することで第三者

からの評価が可能となり、ひいてはそ

の研究の客観性を担保することにな

るとあり、博物館の重要性に改めて気

づきました。 

広田委員 特別展や企画展等のテーマに関連

し、他の資料所蔵者のところに出向

いて調査を行う際、展示する必要が

あると認められる資料の撮影を行

うことや、借用できるか交渉を行う

ことなどは、多くの場面でございま

す。 

また、そのテーマに関して造詣の深

い方に、関連講座の講師や展示図録

への寄稿を依頼することも行って

おります。 

実施にかかる予算も少ない中、いろい

ろと工夫された企画展が開催されて

おり、評価します。問題は、その内容

がどのように記録化され、継承されて

いるかです。印刷による図録を刊行す

ることが出来ない企画展であっても、

会場での展示資料一覧の作成・配付

宮瀧委員 ご指摘のとおり、企画展では展示図

録の刊行を行っておりません。これ

に代えて、会場で展示資料一覧や展

示資料解説を見学者に無償配布し

ております。 

また、年報にも、展示の概要と構成

について記載しております。 
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や、紀要・年報等への展示資料一覧の

掲載等は不可欠ですが、実施されてい

るのでしょうか。 

３（１）さい

たま 市立博

物館 事業推

進指 針につ

いて 

現在、「（仮称）さいたま市博物館事業

推進指針」を作成中であり、第２回協

議会でご覧いただけるよう準備して

いることをお知らせしました。 

― 質問・意見はありませんでした。 ― 


